
様式 C-19

科学研究費補助金研究成果報告書

平成２１年 ５月２２日現在

研究成果の概要：

本研究計画では、我が国の夏季水資源管理にとって重要な梅雨降水の年々変動特性、関連す

る大規模大気循環場、そして西太平洋における大気海洋相互作用の役割を議論する。主な研究

成果は、(1) 黒潮域の大気海洋相互作用が 10年規模の梅雨前線活動に及ぼす影響を明らかにし
た点、(2) エルニーニョ/南方振動現象が梅雨前線の北進中にその活動度をいかに変質させるか、
を解明した点、そして(3) 梅雨前線活動に 2-3年周期、3-4年周期、そして新たに 6年周期変動
の卓越を見出し、各時空間変動特性を明らかにした点、の 3点である。

交付額
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直接経費 間接経費 合 計

２００５年度 700,000 0 700,000

２００６年度 600,000 0 600,000

２００７年度 600,000 180,000 780,000

２００８年度 1,300,000 390,000 1,690,000

年度

総 計 3,200,000 570,000 3,770,000

研究分野：数物系科学

科研費の分科・細目：地球惑星科学・ 気象・海洋物理・陸水学

キーワード：梅雨、気候変動、環境変動、水循環、地球変動予測

１．研究開始当初の背景
初夏 6, 7 月のいわゆる梅雨季は、春季と
夏季の間にある遷移雨季でこの間の降水は
我が国を含む東アジア各国の重要な水資源
の１つである。この水資源は、農業にとって
なくてはならないものであり、同時にその過
多は甚大な自然災害をももたらす。よって梅
雨前線活動の季節予報の精度向上は、この水
資源を有効かつ安全に活用する上で極めて
重要ななテーマといえる。
自然科学的見地に立った場合、梅雨前線は
太平洋高気圧の北西部、アジアモンスーン域

の北端に位置し、熱帯気候と中高緯度循環の
両方の影響を強く受け年々変動をしている。
しかし従来の研究の多くは、この経年変動は、
熱帯からの影響と中高緯度循環からの影響
の二つによるとしつつも、各々を個別に議論
する傾向があった。
さらに梅雨前線活動の地球規模の気候変
動との関連についての研究は 1960-70年代に
こそ精力的になされたものの、現在では事例
解析的見地に立ったより詳細な内部構造の
解明に重点が置かれている。近年のより精密
な全球衛星データ、数値シミュレーションを
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介した客観解析データ等を用い、梅雨前線の
大規模変動を再解析することは、梅雨前線活
動の経年変動についての新たな知見を与え、
その季節予報の精度向上に大きく貢献する
であろう。

２．研究の目的
以上の研究背景をふまえ、本研究計画では、
梅雨前線活動の季節予報の精度向上を目指
し、以下の 5点を主な研究目的とする。

(1) 梅雨前線活動の経年変動の大規模時空
間変動特性を明らかにする

(2) 梅雨前線活動の季節予報の精度向上に
向けた前兆現象を検出する

(3) (2)の前兆現象が梅雨前線活動の季節進
行をいかに変質させるか、その物理過程を解
明する

(4) 梅雨前線活動の経年変動に対する熱帯
気候からの影響と中高緯度循環からの影響、
そして両者の共存的出現についてその物理
メカニズムを明らかにする

(5) 数値モデル等を用いたより詳細な内部
構造の解明を行う 

３．研究の方法
本研究計画では、衛星データをはじめとす
る様々の全球大気海洋客観解析データを駆
使し、診断的アプローチより梅雨前線活動の
全球規模特性を明らかにする。さらにこのサ
ポートとして大循環モデルのシミュレーシ
ョン結果出力との比較検証を行う。梅雨前線
活動がその経年変動においていかに異なる
か、その細かい内部構造を調査するためによ
り細かい時空間スケールの数値モデル等を
用いた再現実験を実施する。

４．研究成果
本研究計画では、主に次の 5点を解明する。

(1) 黒潮域の大気海洋相互作用が梅雨前線
活動に与える影響
6月、梅雨前線の位置は黒潮域と重なりこ
こでの海面熱フラックスが梅雨前線活動を
10 年規模で変調させることを明らかにする。
エルニーニョ現象に関連する 3-4 年周期、ア
ジアモンスーンの経年変動に見られる 2-3年
周期の経年変動に対しては、黒潮域の海面熱
フラックスは大きな影響を与えない。これは、
梅雨/黒潮域での局所的な大気海洋相互作用
の効果より、エルニーニョ現象やアジアモン
スーンに関する遠隔応答の効果の方がはる
かに大きいためである。

(2) 北太平洋における大気海洋相互作用に
及ぼす海洋上層混合層の役割
(1)の成果に関連し、北太平洋における大
気海洋相互作用に対する海洋上層混合層の
非線形的効果を明らかにする。これは経年変
動的に海面水温が暖かくなる場合と冷たく
なる場合とで大気海洋相互作用の感度が変
わるということを意味し、冷たくなる場合は、
海洋混合層が深くなり、その分、大気海洋相
互作用の感度は鈍感になるということを意
味する。

(3) 梅雨前線の季節北進にある経年変動
梅雨前線は、5月から 8月にかけて北西太
平洋を北進する。ここではこの季節的な北進
が年々どのように異なるか、その経年変動特
性を明らかにする。ここで現れる経年変動特
性は、熱帯太平洋に顕著なエルニーニョ/南
方振動現象と密接に関係しており、この現象
が北西太平洋に形成する偏差的な下層発散
収束パターンによって、梅雨前線活動の季節
北進が変質を受けることによって生じる。よ
り具体的には、梅雨前線活動は 5月から 6月
にかけてその強弱を反転させる傾向が強い。
この傾向は梅雨前線活動の季節予報に使え
る前兆現象の１つと位置づけられる。

(4) 梅雨前線活動にある 2年、4 年、そして
6年周期変動の検出とその空間構造
6月の梅雨前線は、一見、東西一様のよう
に見えるが、詳細には西部 2年周期、中部 4
年周期、東部 6年周期とその東西位置によっ
て卓越する経年変動周期が異なることを明
らかにする。そして前 2者、すなわち 2年周
期、4年周期変動はそれぞれアジアモンスー
ンの 2年周期変動そしてエルニーニョ/南方
振動の 4年周期変動と連動して生じているこ
とを明らかにする。これに対し東部の 6年周
期変動は、夏季北大西洋にその存在が知られ
ている北大西洋循環の 6年周期変動の影響が
遠隔的に梅雨前線東部に現れていることを
明らかにする。

(5) 梅雨入り、梅雨明けの経年変動
梅雨前線活動の経年変動を議論するため
には、その月平均での強弱のみならず、開始、
終息、そして期間を定義し、その期間中での
降水の強弱、そしてより細かい梅雨前線内の
降水システムの挙動の差異を議論する必要
がある。ここでは相当温位の水平勾配を用い
梅雨の開始終息を定義し直し、その経年変動
特性を明らかにする。ここでの定義は気象庁
の定義と大きく異なり、より客観的である。
そして梅雨入りの遅速は、太平洋高気圧西部
のより局所的な強弱により、また梅雨明けの
遅速は太平洋高気圧のより大規模な変動に



より修正されていることを明らかにする。
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